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 はしがき 
 

本報告書は，白山市から委託された受託研究「白山市差別のない街づくり調査」の研

究成果をとりまとめたものである．この調査研究は，白山市が策定を予定している「第

４期白山市障害福祉計画」および「白山市差別のない街づくり事業」のための基礎資料

とすることを目的として行われたものである．そのために，障害のある方々にご協力を

いただき，そうした方々の意識や行動について調査を行った．ニーズをより正確に把握

しようと，障害に応じて 4つの調査票を用意するなど，工夫を試みた． 

今回の調査はそれだけにとどまらず，広く市民を対象として，障害や差別に関する意

見や考えを尋ねた調査も実施した．それというのも，いわゆる「障害者差別解消法」（「障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」）が，平成 28年 4月からようやくにし

て施行されることになっているからである．この障害を理由とした差別に関する意識に

ついて調べていることが，今回の調査の大きな特徴といえる．しかし，なかなか難しい

テーマであるだけに，今回の調査が成功したかは，いささか心もとないところもある．

今後のためにも，本報告書に対して，厳しいご批判，ご叱正を賜れば幸いである． 

調査にご協力いただきました多くのみなさまには，深く感謝申し上げたい．今回の調

査は質問項目もやや多く，回答することがさぞ面倒だったことと思う．しかも，近年は，

回収率の低下など，社会調査を実施することの難しさが深刻なものとなりつつある．し

かし，調査ができなければ，人びとの行動や意識を知ることもできないし，社会のあり

方を理解し，そうした社会の問題を解決し，よりよい社会の実現につながることがない．

この研究が，多少なりとも，「差別のないまちづくり」という目的に貢献するものであ

ることを願っている． 

今回の調査研究が実現したのは，白山市障害福祉課のみなさまが調査の必要性を認め

られ，働きかけてくださったからである．心より御礼申し上げる．白山市障害福祉課と

の協働作業は 2011 年に実施した「発達障害と共生社会に関する意識調査」に続いて，

これで 2度めとなる．とくに今回の調査では，調査の過程で，調査につきもののいくつ

かの問題に直面することにもなった．しかし，これに懲りずに，こうした試みを続けて

ほしい．差別を解消するためには，とにかく人びとの考えを知り，そのうえで差別をな

くすための活動を粘り強く続けるしかないからである．成果は着実にあがっていると思

う． 
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この受託研究は，地域創造学類福祉マネジメントコースの平成 26 年度の「公共社会

学ゼミ」において研究テーマとして取り上げた．ゼミでは，障害者福祉や差別に関する

勉強から始め，社会調査法や社会統計学の知識も身につけながら，この研究に取り組ん

できた．調査も，結果として約 3000 人を対象とした大掛かりなものとなったので，作

業も莫大なものとなった．調査データを収集してからは，パソコンで統計処理ソフトウ

ェアを操りながら分析に格闘した．そうした一年間にわたる成果が，こうして報告書と

まとまることになり，大変喜ばしく思う．ゼミ生のみなさんのがんばりを讃えたい．ど

うもありがとう． 
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